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本人だけでなく、
周囲の「気づき」が

大切です
一般社団法人大阪府不動産コンサルティング協会は、皆さんの「気づき」を専門家につなぎ、
問題解決するための空き家予防ネットワークづくりに取り組んでいます。

平日 午前10時～午後4時
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詳しくはHPをご覧ください 

地域の力で
空き家を防ぐ



●相談に対する課題の整理と助言、基礎的調査。
●司法書士・弁護士・不動産業者・建築業者・解体業者などのご紹介。
●専門家や専門事業者と連携して、問題解決をサポート。

周囲の「気づき」が空き家を防ぎます

地域にこんなお悩み

ありませんか？

YouTube動画で
事業概要を
ご覧いただけます。

このような周囲の方々が空き家に関する問題に気づくことで
空き家を防ぐことができます。

ここ数年、「空き家問題」を
ニュースなどで目や耳にする
機会が増えました。
空き家は本人だけの問題では
ありません。
地域のみんなで考えることが
大切です。

電話・対面どちらでもご相談いただけます。お気軽にお問い合わせください。電話・対面どちらでもご相談いただけます。お気軽にお問い合わせください。

施設に転居する前に
しておいた方が
良いことを
教えてあげたい。

家の相続の話、
子どもと話す
きっかけがないと
悩んでいた。

親の家、
いざという時に
売れるのかな？

この辺り、
空き家が
増えてきた。

子どもが戻ってこない
ことがわかって、
家をどうしようか
考えていた。

借地の家を
どうしたら良いのか
不安になっていた。

コロナ禍で最近
空き家の手入れに
来なくなった。

住まいが
亡くなった祖父の名義に
なっているらしい。

今できることを
近所で共有したい。
何ができるかな？

長屋だから、
互いに迷惑を
かけない方法を
考えておきたい。

子どもがいないので、
家をどうしたら良いか
悩んでいた。

・子ども・親族

・友人・ご近所さん

・町会長さん

・ケースワーカーさん

・ヘルパーさん

・社会福祉士さん

電話相談無料。対面相談（予約制）初回1時間まで無料。


